2007年 ケニア大統領選挙の状況
ナイロビ日本人学校　教諭　飯田雄士
1964年のケニア独立以来、三代目となるムワイ・キバキ大統領が就任してから５年が経過し、先日12月27日に大統領選挙・国会議員選挙が行われました。
キバキ政権が誕生してから、小学校８年間は無償となり、国内の経済は確実に成長しました。ケニア通貨の対USドルレートは年々上昇しており、私が２年９ヶ月前に赴任したときには１＄=80Kshであったのが、現在は１＄=60Kshです。銀行の利息も優に10%を超えており、日本のバブル経済を思い起こす勢いです。ところが、その恩恵を受けているのは、キバキ大統領の出身であり国内最多数民族である一部のキクユ族、そしてインド人であると、多くのケニア人は主張します。失業率は依然として50％を越えており、UNESCOの発表では、無償化した小学校にすら通えない子どもが100万人いるとされています。また、相変わらず公職にあたる人々の汚職（ケニアでは賄賂のことをチャイ=紅茶代と言っている）が多く、私自身もこれまでに、警察官に２回も必要のないお金を払わされています。ワークパーミット等、公的な書類を発行してもらうのに、正当な方法だと時間がかかるが、「チャイ」を渡せば早くなる。こんなことが当然のようにまかり通っています。
　そんな現状に不満を持った人々が団結して作った政党がＯＤＭです。２年前にキバキ政権が打ち出した憲法改正案は、ＯＤＭの強い反対キャンペーンが功を奏して、国民投票によって否決され、今回の大統領選挙も、現職キバキ（ＰＮＵ）と、ＯＤＭのリーダーであるルオー族出身のライラ・オディンガとの一騎打ちが予想されていました。
新聞社が行った事前アンケートではＯＤＭが一歩リード。しかし「きっと票数を操作される」とか「投票箱に事前に票が入っている」とか「投票に行かないマサイ族の票をキクユ族が買い取っている」とか、いろんな噂が飛び交っていました。
「政党政治の歴史が浅い」「民族間の対立が強い」「大統領の権限が大きい」という状況は、選挙運動の過熱により暴動に発展する可能性をはらんでいるため、在ケニア日本大使館の警備班が中心となって、日本人に対して安全対策講習会を実施し、無線やメールによる情報提供を行っています。私達家族は、「しばらく外出しない」と決めて、食料も十分に蓄えました。
　

　さて、投票は12月27日の17:00で終了しましたが、混雑した投票所で女性の投票が後回しにされたり、ＰＮＵ支持者とＯＤＭ支持者との小競り合いが若干あったりしたものの、比較的平和に投票が終わり、各国から「ケニアの成長を感じる」という称賛のコメントが寄せられました。
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　ＴＶでは、日本の選挙速報に負けないくらい工夫を
凝らして結果を発表していきますが、翌日28日午後
8:00の段階で、ＯＤＭのライラが現職キバキの約
1.4倍の票を得て大幅にリード。国会議員選挙でも
ＯＤＭが95議席に対して、ＰＮＵはわずか33議席。
しかもキバキ現大統領を支えた副大統領も落選し、
ＯＤＭの圧勝かと思われました。
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　ところが、29日になってから大統領選の獲得票の
増え方に変化が生じます。発表の度にキバキの獲得
率が上がりライラを急追。それに不安を抱いた
ＯＤＭ支持者が、昼前から各地で抗議行動を起こし
始め、私の家の近くでも物が燃やされ、座り込み抗
議で道路は閉鎖。警察との小競り合いが起こりました。
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午後になってキバキの票がさらにライラに近づくと、
ＯＤＭ支持者が多い地区を中心に暴動が発生。車や
家に火を付け、スーパーを襲い、無法地帯と化した
ケニア第３の街キスムタウンやエルドレットをはじ
め、厳重警戒を発令する地域が一気に増えました。
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　さらに人々の不満を煽ったのは、「開票は投票終了
後48時間以内に行う」ことになっているにもかかわ
らず、29日17:00になっても集計が終わらなかった
ことです。30日は日曜日で教会へ行く人も多いため、
さらに開票作業が遅れることが予想されました。
選挙管理委員会は、「開票技術の問題と、予想以上の
投票率の高さ」と説明しましたが、ＯＤＭ側からすれ
ば、票の操作するための時間稼ぎと映ったことでしょう。ヨーロッパから派遣された「選挙監視人」も「票の増え方に疑問があると言わざるを得ない」という正式コメントを残しています

　今回の選挙で不正があったかどうかはわかりません。しかし、「票の操作は十分にあり得る」と、内外共に感じていること自体が大きな問題であり、ケニアが克服していかなければならない大きな課題でしょう。
　寛容さ、たくましさ、コミュニケーション力、助け合い精神などなど、ケニアの人々には総じて優れた人間性があります。これらは、貧しさの中で人々が培ってきた知恵であり、「生きる術」でもありました。しかし、ケニアが国際社会における地位を確立するには、正義感や公共心、公徳心はやはり必須です。生活の中で培うことが困難な内容については、公教育の中で意図的に培っていくべきです。今大統領選挙は、学校での徳育の重要性を痛感した選挙でもありました。
結局最終結果は、約束の期限から丸一日遅れた30日17時
過ぎに発表となり、現職キバキが4,584,721票、ＯＤＭのライ
ラが4,352,993票で、僅差でキバキが勝利しました。発表の
１時間後に異例の早さで大統領就任式を強行。その後は、
ケニア政府により報道規制が布かれて、ＴＶでは「生放送」
ができなくなりました。ローカル放送はほとんどが「お笑い
番組」か「恋愛映画」に替わり、「中東のＣＮＮ」と評価され、
戦争報道で名高いアルジャジーラ放送では、遠くからキベラ
スラムが炎上している映像を映していました。

12月31日には、ナイロビ中心部にて、ＯＤＭが
ライラ代表の「大統領就任式」を行う予定でしたが、
警察が市内中心部への一般市民の立ち入りを禁止し
たため、警察とＯＤＭ支持者が衝突。ナイロビ市内
だけで40人が死亡しました。31日15時現在、
キスムの46人をはじめ、ケニア全体で選挙がらみ
の死者は124人となっています
今日は大晦日。校長先生のお宅に教職員が集まって
「ＮＨＫ紅白歌合戦」を衛星放送で見る企画も当然中止。
食材も尽きつつあり、ケニアは少し寂しいお正月です。
→　29日NATION紙　ＰＮＵが議席を失い、ライラが大きくリードしていることを伝える





→　30日NATION紙　ｷﾊﾞｷがﾗｲﾗに追いつき、


暴動が起きていることを伝える





→　31日NATION紙　キバキが勝利し、大統領に就任したことを伝える








